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研究成果の概要（和文）：英語学習において語彙の獲得と英文法の習得は車の両輪に例えられる。

高専英語教育においても、文法を教授することは必須であるが、大学進学を目指して大学入学

試験問題を意識しながら英語学習に取り組む一般高校生と、そうでない高専生とでは、異なっ

たアプローチがあって然るべきである。本研究では、このような背景を踏まえ、高専生に基本

英文法を教授する際に有用かつ検索が容易な基本例文のデータベースを構築した。 

 

研究成果の概要（英文）：It goes without saying that the acquisition of vocabulary and 
grammar is the very base of English learning.  That is exactly the same for KOSEN students, 
however, there should be some contrivances and differences between the teaching methods 
for common senior-high students and KOSEN students.  The former have the entrance 
examination for universities ahead of them, but the latter don’t.  This study built up 
the database of English example sentences that allows KOSEN English teachers to find and 
use the effective example sentences easily. 
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１．研究開始当初の背景 
(1)全国高等専門学校英語教育学会(COCET)
は全国の高専に勤務する英語教員で構成さ
れるが、年に一度開催される全国研究大会で
は必ず「高専生に特化したオーセンティック
な英語教材」の必要性が話題となっていた。

従来、高専の英語の授業においては、普通高
校用の検定教科書か、あるいは工学系大学用
のテキストが使われることが多かったが、ど
ちらも「高専生の興味関心を刺激するコンテ
ンツを持ち、しかも基礎英文法の指導にも使
用可能」という現場の教員の要求を満たすも
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のではなかった。 
 
(2)これを受けて COCET の有志 13名が編集作
業に関わった「理工系学生のための必修英単
語 COCET3300」（監修・亀山太一岐阜高専教授）
が 2004 年に発行され、高専生の英単語・熟
語の学習に寄与した。 
 
(3)この教材に端を発する「高専生に特化し
た英語教材開発プロジェクト」の延長線上に
「基礎英文法指導のための英文データベー
ス」構築がある。現場の英語教員が、授業で
使用する例文を容易に検索できるよう、しか
も、それらが高専生に特化したコンテンツを
もつ例文であるよう、工夫されたデータベー
スが必要とされていた。 
 
２．研究の目的 
(1)本研究は、全国の高等専門学校（以下、
高専）に勤務する英語担当教員有志が協力し
て、高専における英語教育をより効果的・効
率的に行うために、高専における教育の特色
と高専生の気質を考慮した英語教材の開発
と実用化を目的（平成 17年度）や「ESPにも
とづく工業技術英語」（平成 21 年度）などの
高専生あるいは理工系大学生を対象とする
英語教材を開発してきた実績をもつ。 
 
(2)具体的には、高専で学ぶ低学年生を主な
対象とし、基本英文法とするものである。担
当教員は全員、全国高等専門学校英語教育学
会(Council of College English Teachers, 
COCET, 以下コセット)に所属する英語教員
であり、これまでも「高専生のための必修英
単語 COCET3300」の学習に有用な例文のデー
タベースを構築し、それを高専英語教員に提
供することで高専における英語教育に資す
ることを目的とする。 
 
(3)本研究は、平成 13年度に活動を開始した
「高専生に特化した英語教材開発」プロジェ
クトの延長線上に位置するものである。 
 
３．研究の方法 
(1)本研究の特色は、高専の英語教育の現場
に立つ教員 11 名が協力しあって情報を共有
し、それぞれの経験から有用と思われる題材
や教授法のティップスを例文集に盛り込む
ことにある。相互の連絡には、通常はメーリ
ングリストを活用したオンライン･ミーティ
ングを、また例文のチェックや校正等で多数
が集合する必要がある場合はオフライン･ミ
ーティングを開催した。 
 
(2)最初に、高専生の低学年から高学年にわ
たって基礎英文法の概念がどれだけ習得さ
れているかを調査した。データとしては、そ

れぞれの研究者の勤務校における客観テス
トのスコアを用いた。 
 
(3)次に、高専生の英語学習の実態にあわせ
た英文法学習のアプローチを試みた。具体的
には、研究者それぞれが日頃行っている授業
項目を章立てし、その章立てに基づいて、収
集した例文にタグを付し、インデックスから
例文を容易に検索できるよう工夫した。 
 
(4)上記(3)と同時に、収集した英文を詳細に
チェックし、それぞれが高専生の興味関心を
刺激するようなテーマを含んだ英文である
ことを確認しながら作業をすすめた。 
 
４．研究成果 
(1)最初に行った調査の結果、ほとんど全て
の高専が１・２年次に週２ないし３時間をか
けて基礎英文法の定着を目的とする授業を
展開している一方、４・５年の高学年次に専
門教科が増えるにつれて相対的に英語の授
業時間が減少し、その結果、高学年において
は基礎英文法の定着が達成されていないと
いう現実が明らかになった。 
 
(2)共同研究者全員が、それぞれの授業経験
に基づいて章立てについて議論を繰り返し、
他に類を見ない独創的な文法指導の章立て
をまとめることができた。この章立ての大き
な特徴は、従来は１年次後期から２年次前期
にかけて教授されることが多かった基本５
文型の概念を１年次の導入時に理解させる
ことでスパイラル学習の基礎を早期に確立
することと、仮定法過去や仮定法過去完了、
あるいは倒置といった理系学生にとって触
れる機会がさほど多くない文法事項には低
いプライオリティを持たせたことにある。 
上記(2)の過程で、収集した英文に文法細目
のタグを付した。このタグの決定については、
英文法の授業において用いられる例文が教
員によって適切かつ容易に抽出されるよう
工夫した。具体的には、「1.現在完了」「2.過
去完了」「3.助動詞 will」に始まり、「32.仮
定法過去完了」に至るまで 32 のタグを用意
し、収集した英文に数を制限することなく付
した。例えば、According to the theory of 
relativity, nothing travels faster than 
light.の例文には「名詞否定」「無生物主語」
「比較級」の３個のタグが付された。 
 
こうして収集・チェックした英文から最終的
に、高専生の興味関心を刺激するコンテンツ
を含むものを再度精選し、最終的には 867 の
英文をデータベースとしてまとめた。手法と
しては、エクセルの列カラムに 32 のタグを
入力し、それをもとに英文が検索されるよう
工夫した。このデータベースは今後、さらに



 

 

例文数を増やしたうえで、全国高専英語教育
学会(COCET)のホームページに公開し、高専
英語教員に提供する予定である。 
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